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②フローを最大化する
最適パス配置計算

③レイヤ間での情報不整合を解消し
つつGMPLS RSVP-TEでパス設定１：目標とするマルチレイヤTEシステム１：目標とするマルチレイヤTEシステム

IPトラフィックの状態に応じて
光パス配置を変更し、スルー

プットを最大化

IPトラフィックの状態に応じて
光パス配置を変更し、スルー

プットを最大化

２：最適パス配置検索技術２：最適パス配置検索技術

一般に最適光パス配置問題はNP-hardな問題
で、効率的な最適解検索手法の導入が必要

遺伝的アルゴリズムを適用
特徴：経験的探索(個体の遺伝子の交差)と確率
的検索(突然変異)の両特性を持つ

検索回数(世代数)
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リンクを流れるﾄﾗﾌｨｯｸ量

中継ﾄﾗﾌｨｯｸ量削減率

実線：:エリート保存戦略
破線：エリート保存＋ルーレット戦略

(条件)リンク容量の制限=500

中継ﾄﾗﾌｨｯｸ量最小化を目標とする最適光パス配置検索の結果

(32ﾉｰﾄﾞ16波長。ﾍﾟﾅﾙﾃｨ関数を用いてリンク容量に制約条件
を導入。2つの検索戦略で評価)

 




